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（１）

　

市
内
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
や
団
体

が
発
行
し
て
い
る
チ
ラ
シ
・
冊
子
等
の

ミ
ニ
コ
ミ
誌
を
収
集
し
て
、
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
市
民

活
動
を
集
積
・
記
録
し
、
共
有
す
る
と

い
う
公
民
館
図
書
室
の
役
割
と
し
て
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
活
動
で
発
行
・
出
版
し
た

も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
図
書
室

に
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
。

■
市
民
グ
ル
ー
プ
の

　
発
行
物
・
ミ
ニ
コ
ミ
収
集

■
く
に
た
ち

        

　
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

　

年
間
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
日
本
文

学
か
ら
八
作
品
を
選
び
、
参
加
者
の

読
み
の
発
表
と
講
師
の
講
義
で
す
す

め
る
読
書
会
で
す
。

　

二
〇
二
三
年
度
は
「
記
憶
の
欠
片
を

ひ
ろ
い
集
め
て
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

ま
す
。
今
号
三
ペ
ー
ジ
目
に
年
間
の
予

定
を
載
せ
て
い
ま
す
。

　公民館図書室には約二万五千冊の蔵書があり、「市民の本棚」として利用していた

だけるよう、一人でも気軽に利用できる場として運営しています。新聞の閲覧や、本・

雑誌を借りることが出来ます。

　公民館では市民の皆さんが参加できる講座や催し物を随時行っており、そのテー

マ・内容に関連した本を優先してそろえています。このように、公民館主催の講座

や市民の学びと密接に結びついていることが、公民館図書室独自の特徴です。

図
書
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

—

市
民
の
本
棚
と
し
て

　
　

公
民
館
活
動
の
資
料
室
と
し
て—

本や雑誌を借りるためには、
「くにたち図書利用カード」が必要になります。

ーくにたち電子図書館ー
国立市に在住・在勤・在学の方で、図書カード

をお持ちの方は、パソコン・スマートフォン・

タブレットなどから利用できます。

□ くにたち図書館のカードをお持ちの方は、そのまま
　 お使いください。
□ カードをお持ちでない方は、新たに登録をする必要が
　 あります。住所が確認できる健康保険証、
     運転免許証などをお持ちください。
□ 国立市に在住・在勤・在学の方、国分寺、府中、立川、
　 日野の市民の方は本を借りることができます。
□ カードは５年ごとに更新が必要です。

※詳しくはお問合せください。

■
図
書
室
の
つ
ど
い

　

毎
月
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
文
学
・

社
会
科
学
・
自
然
科
学
・
時
事
問
題
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
本
を
と
り
あ

げ
、
著
者
に
来
て
い
た
だ
き
お
話
を
聞

く
催
し
で
す
。

　

著
者
の
話
を
直
接
聞
く
こ
と
で
そ
の

テ
ー
マ
・
課
題
へ
の
関
心
や
理
解
が

よ
り
一
層
深
ま
り
ま
す
。

■
図
書
室
月
報
の
発
行

　

ご
覧
に
な
っ
て
い
る
こ
の
「
図
書
室

月
報
」
は
、
公
民
館
図
書
室
の
利
用
者

や
講
座
参
加
者
に
原
稿
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。
一
ぺ
ー
ジ

目
は
「
図
書
室
の
つ
ど
い
」
等
の
講
座

参
加
者
の
感
想
や
、
読
ん
だ
本
の
感
想

を
載
せ
て
い
ま
す
。
最
終
ペ
ー
ジ
の「
私

の
本
棚
か
ら
」
は
、
お
一
人
に
六
回
連

続
で
、
興
味
を
持
っ
た
本
な
ど
に
つ
い

て
、
感
想
や
紹
介
を
書
い
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　

紙
面
を
通
し
て
の
交
流
や
学
び
合
い
の

場
と
な
る
よ
う
毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。



今
年
度
を
振
り
返
っ
て

岡
本 

修
治
（
文
学
講
座
連
絡
会
編
集
委
員
会
）

 

　

今
年
度
、
私
は
７
回
、
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
ま
し
た
。
い
つ
も
の
こ
と
で
す
が
参
加
者
の

熱
量
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
は
日
常
で
は
な
か
な
か
味
わ
え
な
い
の
で
貴

重
な
場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
、
大
学
の
先
生
か
ら
解
説
が
い
た
だ
け
る
の
で
す
が
、
一

体
ど
う
し
て
こ
う
い
う
こ
と
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
長
い
歴
史

が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
き
っ
と
何
か
の
絆
（
物
語
）
が
あ
る
の
だ
ろ
う
な
と
想
像
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
と
は
違
う
読
み
方
を
さ
れ
る
方
に
出
会
っ
て
、
毎
回
「
見
る
眼
を
見
開
か
さ
れ
」
そ
し
て

「
驚
き
」
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
実
は
、
私
の
読
み
方
は
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て
い
て
、
作
品
の

み
に
特
化
し
て
読
ん
で
い
ま
す
。
あ
ま
り
作
者
の
履
歴
や
他
の
作
品
は
考
慮
し
な
い
こ
と
に
し
て

い
る
の
で
す
。
作
品
に
バ
イ
ア
ス
を
か
け
ず
白
紙
で
読
み
た
い
な
と
い
う
気
持
が
あ
る
か
ら
で
す
。

（
も
っ
と
も
、
知
ら
な
い
言
葉
な
ど
に
出
会
う
と
、
も
ち
ろ
ん
辞
書
や
ネ
ッ
ト
で
し
ら
べ
ま
す
が
。
）

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
と
い
う
評
論
家
が
「
作
者
の
死
」
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
て
、
作
品
が
テ
キ

ス
ト
と
し
て
読
者
の
前
に
現
れ
た
ら
、
ど
う
料
理
す
る
か
は
読
者
に
委
ね
ら
れ
る
、
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
そ
う
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
作
品
と
差
し
で
勝

負
す
る
つ
も
り
で
読
ん
で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
当
然
、
作
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
に
は
届
い
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
は
そ
れ
で
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
研
究
発
表
の
場
で
は
な
く
、

作
者
の
「
文
学
と
し
て
書
か
れ
た
文
字
の
軌
跡
」
か
ら
何
を
想
起
す
る
の
か
、
と
い
う
自
分
と
の

闘
い
の
場
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
言
う
と
、
確
か
に
今
年
度
の
作
品
群
に
は
、
ひ
と
つ
の
色
を
感
じ
ま
し
た
。
全
体
と

し
て
は
「
動
じ
な
い
作
品
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
で
く
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
感
傷
か
ら
遠
く
離
れ
て
」
で
し
た
。
「
感
傷
」
は
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
。

私
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
「
お
涙
頂
戴
」
的
な
小
説
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
そ
う
い
う
作
品

は
な
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
ど
の
作
品
も
「
流
さ
れ
な
い
」
、
「
強
い
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
」
を
持
っ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

井
上
荒
野
、
金
原
ひ
と
み
、
水
上
勉
、
宇
佐
美
り
ん
、
奥
泉
光
、
福
永
武
彦
、
松
田
青
子
（
10

月
の
田
中
康
夫
に
は
私
は
不
参
加
）
と
皆
、
太
い
背
骨
を
持
っ
て
生
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

人
物
像
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
あ
い
ま
い
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
年
間
の
ト
ー
ン

が
全
体
に
貫
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
し
た
し
、
こ
の
時
代
で
の
生
き
方
の
指
針

を
い
た
だ
い
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
作
家
た
ち
の
発
想
力
に
は
舌
を
巻
き
ま
す
。
私
も
創
作
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
私

は
ふ
と
こ
ろ
が
狭
く
て
、
お
ど
お
ど
し
た
書
き
方
に
な
る
の
で
す
が
、
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
作

品
は
、
ど
れ
も
、
お
お
ら
か
に
「
自
分
の
世
界
」
を
ゆ
う
ゆ
う
と
泳
い
で
い
る
。
大
し
た
も
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
こ
に
集
う
、
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
の
自
信
に
満
ち
た
論
評
や
新
し
い
方
の
純
な
感
想
を

聞
く
と
、
自
分
の
読
み
の
浅
は
か
さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
年
度
も
、
新
鮮
な
驚

き
に
期
待
し
て
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
。

ブ

ッ
ク

ク

ラ

ブ

か

ら

（２）図書室月報 2023 年 (令和５年 )４月

　

二
〇
二
二
年
度
く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
文
集
は
、

講
座
参
加
者
の
感
想
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
岡
本
修
治
さ
ん
が
書
い
て
く
だ
さ
っ
た

「
あ
と
が
き
」
の
文
章
を
紹
介
し
ま
す
。

文集をお読みになりたい方は
公民館図書室まで
お越しください。

文集できました！



（３） 図書室月報 2023 年 (令和５年 )４月

　この講座では、参加者それぞれの作品を読んだ感想や講師のお話を聞いて、「読み」を深めます。
今年度のブッククラブでは、「何の意味もないように見えていても、必要な出来事である（あった）」
というありきたりな物語にはおさまらない、解釈をすり抜けてしまうような作品を読んでいきま
す。ただそこにある（あった）出来事の欠片をひろい集めることで、見えてくる風景とは。一人
ひとりに違った景色が見えてくる、読書を通してそんな体験がきっとできるはずです。

<くにたちブッククラブ>

記憶の欠片をひろいあつめて

藤
野
可
織
『
ド
レ
ス
』

 

（
河
出
文
庫
）

　
山
田
詠
美

『
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ッ
シ
ュ
』

 

（
文
春
文
庫
）

　
佐
藤
泰
志

『
き
み
の
鳥
は
う
た
え
る
』

 

（
河
出
文
庫
）

　
川
越
宗
一
『
熱
源
』

 

（
文
春
文
庫
）

　
　村

上
春
樹
『
女
の
い
な
い
男
た
ち
』

 

（
文
春
文
庫
）

　
　今

村
夏
子

『
む
ら
さ
き
の
ス
カ
ー
ト
の
女
』
 

（
朝
日
文
庫
）

　
　安

部
公
房
『
箱
男
』

 

（
新
潮
文
庫
）

　
　小

川
洋
子
『
約
束
さ
れ
た
移
動
』

 

（
河
出
文
庫
）

　
　

山
岸　

郁
子

（
日
本
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

榎
本　

正
樹

（
文
芸
評
論
家
・
現
代
日
本
文
学
）

大
木　

志
門

（
東
海
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

内
藤　

千
珠
子

（
大
妻
女
子
大
学
・

　
　
　
　
　
　

近
現
代
日
本
語
文
学
）

深
津　

謙
一
郎

（
共
立
女
子
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

佐
藤　

泉

（
青
山
学
院
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

大
野　

亮
司

（
亜
細
亜
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

小
平　

麻
衣
子

（
慶
應
義
塾
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

と  

き 

夜
７
時
半
～
９
時
半

と
こ
ろ 

公
民
館  

地
下
ホ
ー
ル  

定
員  

30
名

申
込
先 

４
月
13
日
（
木
） 

朝
９
時
～ 

 

公
民
館  

☎
（
５
７
２
）
５
１
４
１

※

11
月
・
1２
月
は

市
民
文
化
祭
の
日
に
ち
が

決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

月　

日

作　
　

品

講　
　

師

１
/
１１

※
１２
月

※
１１
月

１０
/
１２

９
/
２１

７
/
１３

６
/
８

５
/
１１

（木） （木） （木） （木） （木） （木） （木） （木）

お
だ
い
ら

〈
歴
史
〉

戦
争
の
世
界
史 

　
　
　
　
　
　

マ
イ
ケ
ル
・
Ｓ
．
ナ
イ
バ
ー
グ
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
209

佐
高
信
評
伝
選
１
・
２　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
高
信 

（
旬
報
社
）
281

〈
社
会
科
学
〉

真
理
の
語
り
手 

重
田
園
江
（
白
水
社
）
311

魚
は
数
を
か
ぞ
え
ら
れ
る
か
？

 

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
バ
タ
ー
ワ
ー
ス
（
講
談
社
）
481

ス
マ
ホ
・
デ
ト
ッ
ク
ス
の
時
代 

 

ブ
リ
ュ
ノ
・
パ
テ
ィ
ノ　

（
白
水
社
）
493

う
た
に
刻
ま
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
隔
離
の
歴
史

 

沢
知
惠
（
岩
波
書
店
）
498

お
と
な
は
子
ど
も
に
テ
ロ
を
ど
う
伝
え
れ
ば
よ
い
の
か 

 

 

タ
ー
ハ
ル
・
ベ
ン
・
ジ
ェ
ル
ー
ン
（
柏
書
房
）
316

人
権
の
世
界
史 

 

ピ
ー
タ
ー
・
Ｎ
・
ス
タ
ー
ン
ズ
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
316

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争 

小
泉
悠
（
筑
摩
書
房
）
319

東
ア
ジ
ア
と
朝
鮮
戦
争
七
〇
年 

崔
銀
姫
（
明
石
書
店
）
319

死
刑
の
あ
る
国
で
生
き
る 

宮
下
洋
一
（
新
潮
社
）
326

沖
縄
と
国
際
人
権
法 

阿
部
藹
（
高
文
研
）
329

年
収
４
４
３
万
円 

小
林
美
希
（
講
談
社
）
365

〈
工
業
〉

日
本
の
香
り
物
語 

宮
沢
敏
子
（
八
坂
書
房
）
576

〈
芸
術
〉

新
海
誠 

土
居
伸
彰
（
集
英
社
）
778

〈
文
学
〉

死
者
は
生
者
の
な
か
に 

西
成
彦
（
み
す
ず
書
房
）
902

古
典
と
日
本
人 

前
田
雅
之
（
光
文
社
）
910

百
人
一
首 

江
橋
崇
（
大
学
出
版
局
）
911

光
の
と
こ
に
い
て
ね 

一
穂
ミ
チ
（
文
藝
春
秋
）
91
い

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

新
着
図
書
か
ら



（４）図書室月報 2023 年 (令和５年 )４月

　　

私
の
長
距
離
走
の
記
憶
は
全
員
参
加
の
中
高
校
時
代
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
練
習
時
に
女
子
の
前
で
気
分
が
悪
く
な
り

嘔
吐
し
、
ず
っ
と
下
を
向
い
て
い
た
り
、
本
番
で
は
ビ
リ
近

く
で
拍
手
に
迎
え
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
い
い
記
憶

は
な
い
ん
で
す
。
箱
根
駅
伝
は
正
月
の
風
物
詩
と
し
て
、
テ

レ
ビ
で
観
戦
し
て
い
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
正
月
を
箱
根
で
過

ご
し
、
直
に
箱
根
駅
伝
を
見
ま
し
た
。
放
送
車
の
横
を
走
る

選
手
は
、
細
い
身
体
で
き
ゃ
し
ゃ
で
し
た
が
、
短
距
離
走
な

み
の
速
さ
で
走
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
こ
の
本
を
手
に
し
ま
し
た
。
初
め
て
見

た
と
き
、
寛
政
大
学
と
い
う
無
名
大
学
が
10
人
の
部
員
し
か

い
な
い
の
に
、
箱
根
駅
伝
に
出
場
す
る
と
い
う
夢
物
語
か
と

い
う
印
象
。
で
も
読
み
始
め
る
と
、
か
れ
ら
の
ひ
た
む
き
さ

や
、
手
に
汗
握
る
戦
況
が
語
ら
れ
、
夢
中
に
な
り
ま
す
。

　

ハ
イ
ジ
（
灰
二
）
と
カ
ケ
ル
（
走
）
と
い
う
、
走
る
こ
と

に
実
績
と
能
力
に
め
ぐ
ま
れ
た
二
人
が
、 

ひ
ょ
ん
な
こ
と

で
、
出
会
う
こ
と
か
ら
物
語
は
始
ま
り
ま
す
。 

ハ
イ
ジ
は
新

入
生
の
カ
ケ
ル
に
、
お
ん
ぼ
ろ
の
安
ア
パ
ー
ト
竹
青
荘
を
紹

介
し
ま
す
。
住
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
の
あ
る
10
人
で
、
箱

根
駅
伝
の
区
間
数
と
同
じ
な
ん
で
す
。
あ
る
計
画
を
胸
に
秘

め
た
ハ
イ
ジ
が
彼
ら
に
い
い
ま
す
。
「
十
人
の
力
を
合
わ
せ

て
、
ス
ポ
ー
ツ
で
頂
点
を
取
る
」
「
う
ま
く
い
け
ば
、
女
に

モ
テ
る
し
就
職
に
も
有
利
に
な
る
だ
ろ
う
」
説
得
と
も
、

脅
し
と
も
い
え
る
や
り
方
で
彼
ら
を
走
る
こ
と
に
引
き
込

み
ま
す
。
素
人
に
近
い
彼
ら
は
ハ
イ
ジ
の
計
画
に
沿
っ
て
、

早
朝
練
習
、
合
宿
、
記
録
会
、
予
選
会
へ
と
進
み
ま
す
。

　

10
人
の
中
で
私
の
好
き
な
の
が
王
子
と
ユ
キ
。
漫
画
に
囲

ま
れ
て
、
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
を
練
習
に
使
う
の
が
王
子
。
10

人
の
中
で
一
番
遅
い
ん
で
す
が
、
立
川
の
昭
和
記
念
公
園
で

行
わ
れ
る
予
選
会
の
ゴ
ー
ル
で
沿
道
の
女
性
客
の
前
で
嘔
吐

し
て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
ユ
キ
は
司
法
試
験
に
合
格
し
た
秀

才
で
す
が
、
東
京
生
ま
れ
な
の
に
、
正
月
も
帰
ら
ず
、
家
庭

に
何
ら
か
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
ら
し
い
。

　

彼
ら
は
何
と
か
予
選
を
突
破
し
た
ん
で
す
が
、
箱
根
本
選

で
は
10
区
の
そ
れ
ぞ
れ
を
担
当
し
た
選
手
の
戦
い
ぶ
り
と

個
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
ま
す
。
１
区
の
王
子
は
最
下

位
で
し
た
が
、
何
と
か
食
ら
い
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
奮

闘
し
て
、
10
位
ま
で
順
位
を
上
げ
ま
し
た
が
、
体
調
を
崩
し

た
山
上
り
担
当
の
ブ
レ
ー
キ
も
あ
り
、
18
位
で
往
路
を
終
え

ま
し
た
。
山
下
り
は
ユ
キ
の
担
当
。
凍
っ
た
雪
道
を
順
調
に

走
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
ホ
テ
ル
の
前
で
応
援
す
る
再
婚
し
た
母

と
、
妹
と
義
父
が
い
ま
す
。
彼
ら
の
姿
を
見
て
些
細
な
わ
だ

か
ま
り
が
溶
け
て
ゆ
き
ま
す
。
ま
た
９
区
の
カ
ケ
ル
は
実
力

通
り
、
活
躍
す
る
か
。
最
後
の
ラ
ン
ナ
ー
は
ハ
イ
ジ
、
し
か

し
昔
の
傷
が
痛
み
だ
す…

…

。
最
後
ま
で
走
れ
る
か
、
シ
ー

ド
権
は
と
れ
る
か
、
結
果
は
？

　

タ
イ
ト
ル
の
「
風
が
強
く
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
で
し
ょ

う
。
ヒ
ン
ト
は
長
距
離
選
手
に
対
す
る
、ハ
イ
ジ
の
言
葉
「
速

さ
だ
け
で
は
、
長
い
距
離
を
戦
い
ぬ
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
中
略
）
選
手
に
必
要
な
の
は
、本
当
の
意
味
で
の
強
さ
だ
。

俺
た
ち
は
『
強
い
』
と
称
さ
れ
る
こ
と
を
誉
に
し
て
、
毎
日

走
る
ん
だ
」
「
長
距
離
は
一
生
を
か
け
て
取
り
組
む
に
値
す

る
競
技
な
ん
だ
」
に
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

長
距
離
選
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
強
い
人
で
、
私
の
そ

ば
に
い
る
人
を
私
は
知
っ
て
い
ま
す
。
何
と
言
っ
た
っ
て
、

山
の
神
と
い
わ
れ
る
人
で
す
も
の
ね
。 

（
新
潮
社
）

〈
私
の
本
棚
か
ら　

第
１
回
〉

今
村 

三
郎

図
書
室
の
つ
ど
い

　

み
な
さ
ん
は
「
琉
球
切
手
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
終
戦
後
、
米
軍
施
政
下

の
沖
縄
で
は
、
本
土
や
海
外
へ
手
紙
を
送
る
た
め
に
、
沖
縄
独
自
の
琉
球
切

手
２
５
９
種
類
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
図
柄
は
南
国
の
植
物
や
魚
、
文

化
財
や
工
芸
品
、
紅
型
模
様
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
図
柄
の
美
し
さ
や

鮮
や
か
さ
、
セ
ン
ト
表
示
に
目
を
奪
わ
れ
る
琉
球
切
手
で
す
が
、
そ
の
背
後

に
は
苦
し
い
米
軍
施
政
下
で
生
き
る
人
々
の
希
望
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
図
書
室
の
つ
ど
い
で
は
、
沖
縄
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
著
者
の
与
那
原

さ
ん
を
お
招
き
し
、
灰
燼
に
帰
し
た
沖
縄
戦
終
結
後
、
郵
政
事
業
が
再
開
さ

れ
た
経
緯
、
切
手
の
図
柄
が
描
か
れ
る
ま
で
の
背
景
や
、
そ
れ
を
描
い
た
美

術
家
た
ち
の
肖
像
、
本
土
復
帰
ま
で
の
沖
縄
の
暮
ら
し
や
社
会
情
勢
等
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
琉
球
切
手
を
通
し
て
見
え
て
く
る
戦
後
沖
縄
史

に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　

〈
与
那
原
さ
ん
の
本
〉

表
題
作
、
『
首
里
城
へ
の
坂
道-

鎌
倉
芳
太
郎
と
近
代
沖
縄
の
群
像
』
、

『
赤
星
鉄
馬
消
え
た
富
豪
』
（
い
ず
れ
も
中
央
公
論
新
社
）
、

『
ま
れ
び
と
た
ち
の
沖
縄
』
（
小
学
館
101
新
書
）
ほ
か
。

と　

き 

５
月
20
日
（
日
）　

昼
２
時
～
4
時

と
こ
ろ 

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

定　

員 

60
名
（
申
込
先
着
順
）

申
込
先 

４
月
13
日
（
木
） 

朝
９
時
～

           

公
民
館　

☎(

５
７
２)

５
１
４
１

講
師  

与
那
原  

恵 

（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）

『
琉
球
切
手
を
旅
す
る
』

　
　
　

—

米
軍
施
政
下
沖
縄
の
二
十
七
年—

よ
な
は
ら 

 
 
 

け
い

 

三
浦
し
を
ん
著
『
風
が
強
く
吹
い
て
い
る
』
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